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世銀・ＩＭＦの総会が仙
台で開かれ、「開発に
防災の観点を」と確認さ
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1985年のメキシコ地震で、「メキシコの奇跡」
と言われた。世界から、2万人の支援者が来
た。 

地震で倒壊したメキシコシティのアパート 

1985.9.15 M8.0 
震源地はメキシコシティ西350ｋmの河口沖 
メキシコシティでの長期振動による被害が注目された。 
死亡者…約1万人(メキシコ政府公式発表)  
倒壊(全壊)した建物…約3万棟、 
半壊した建物…約6万8千棟 
 

クワテモックとの出会い 
（1996年のハビタットⅡ） 



2004年のスマトラ島沖地震津波で、13カ国が被
害を受けた。世界中の支援が動いた。 

2004.12.26 M9.1 
震源地はバンダ・アチェ南南東沖 
22万人以上が死亡、500万人が被災者となった。 
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（2005.8.6 中日新聞） 



<インドネシア・ニアス島> 
      （2004・３・２１） 
 ・防災ソングの練習 



・ワークショップで図上訓練 
         （ニアス島） 



3.11東日本大震災で世界の252カ国から支援 
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「痛みの共有」から「困った時はお互い様」 
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1985年のメキシコ地震で、「メキシコの奇跡」
と言われた。世界から、2万人の支援者が来
た。 

地震で倒壊したメキシコシティのアパート 

1985.9.15 M8.0 
震源地はメキシコシティ西350ｋmの河口沖 
メキシコシティでの長期振動による被害が注目された。 
死亡者…約1万人(メキシコ政府公式発表)  
倒壊(全壊)した建物…約3万棟、 
半壊した建物…約6万8千棟 
 

クワテモックとの出会い 
（1996年のハビタットⅡ） 





 幼稚園、小学校、地域のコミュニティセンター、障
害者のケア施設などの建設 

 伝統建築などの建設・再建 

 耐震技術の伝達 

 住宅再建の資材提供 

 漁業組合への船の提供 

 防災教育（防災共育） 

 女性向け職業訓練センター建設 

 生計再建のためのマイクロクレジット 

 復興のための政策提言 

CODEの復興支援プロジェクトの例 



ホンジュラス 

住民の自立支援 
（住宅資材の配布） 

1998.12. 

ハリケーン“ミッチ” 



 トルコ共和国 
 1999.8. 17 

 Magnitude 7.4 

・青空ミーティング     ・市民文化センター 



トルコ 
“愛と望みのテント” 

開所式 

子どもによる 
子どものための 

ビンギョル地震（2003.5.1）への支援 
＊市民文化センターを拠点に 



   

中華民国（台湾） 

1999.9.21 

マグニチュード 7.７ 

 
 
 
 

 
潭南村プノン族 
コミュニティ支援 



パキスタン 
2005.10.8 

Magnitude7.6 



女性の生活向上 
支援のための 
職業訓練センター建設 
（＊徹底した討論の中
から結論を見いだす。） 



インドネシア・ジャワ島 
2006.5.27 

Magnitude 6.2 
 



「ゴトンロヨン」（相互扶助）と
地域資源を活かした 
伝統工法の耐震住宅 

建築家エコさんとの 
 「エコ・プロジェクト」 



 

中国四川省 
2008.5.12 



被災者の「つぶやき」を聞く 



家はみんなで建てるもの。 



老年活動センターの建設   
2011年6月着工 





ぶどうプロジェクト 
（2003.5～） 

アフガニスタン 

地域経済の再建 



畑の再建と収穫 



カレーズ 
（地下水路） 



ぶどう基金（2012.3.31現在） 

 総額   16,541,431円 

 オーナー数 延2,305人 

ぶどうファミリー 

 288→519世帯 



山梨県でぶどう農園実習（2007年～2009年） 



2010年 
研修の成果をフィードバッ
ク→ミールバチャコット 

“品種に勝る技術なし” 



ハイチ 
2010.1.12 

Magnitude 7.0 
 



孤児院訪問 モバイル・クリニック 

メキシコ人スタッフ 
クワゥテモック氏を派遣 



被災者団体ACSISの 
マイクロファイナンスプログラムをサポート。 
被災した女性の起業・事業再建を支援 

＊ハイチの民間経済の根幹である  
“露天商”への参画をサポート 





青海省地震 概要 

日時 ：2010年4月14日 7時48分（現地時間） 

規模 ：M7.1  

震源 ：玉樹州結古鎮の北西約30Km 

深さ ：約33km 

被災地 ：青海省玉樹チベット自治州結古鎮  

      （922㎡）とその周辺、四川省カンゼ州 

 



チベット文化圏 

 

玉樹（ジェクンド）● 



YAK 
（ヤク） 

信仰 

生産と消費 

収入 

暮らし 



ボランティア元年 
   日本全国から最大で1日20,000人のボランティアが 駆けつけ、そ

の数は1年間で延べ 1,380,000人にのぼった（2ヶ月で100万人を
超えた）。100万人の内、初心者が60％～70％も占めた。 
 



多彩な活動がその後の公益活動の担い手になる。 

•介護、看護、病院送迎、心のケアー 
•引っ越し手伝い、イベント開催 
•何でも相談、お茶会、話し相手（足湯ボランティア） 
•入浴サービス、家事手伝い、買い物代行、バザー 
•学習サポート、子どものサポート、託児代行、 
•ＤＶ被災者支援 
•避難所やテント生活のサポート、洗濯ボランティア 
•炊き出し（鍋釜作戦） 
•個別のニーズ対応（アトピー食、糖尿病食） 
•大工ボランティア、避難所から地域再建（魚崎地区） 
•自然環境保護運動、ペット救済活動 
•災害時最優先配慮者のサポート 
•読経ボランティア 



世界人権宣言の「すべて人は平等」 
↓ 

一人ひとりに寄り添う 
↓ 

最後の一人まで救う 
↓ 

すべての人は平等に 

阪神・淡路大震災は、価値観の大転換をもたらした。 
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東北・関東大震災  
２０１１年３月１１日（金）１４：４６ 

M9.0 
 

巨大災害 
広域災害 
複合災害 

<大震災被災者> 
死 者  1万5873人 
不明者     2744人 
（2012年11月14日現在、警察庁まとめ） 
･･････････････････････････････････････ 

関連死    2302人（9月30日現在） 

避 難 32万4858人 
 県外への避難  6万8409人 
（2012年11月1日現在、復興庁まとめ） 



（2011.4.19 毎日新聞夕刊） 



NPOの事例：山形県米沢市民の後方支援 



被災地NGO恊働センターからスタッフを派遣！！ 





東日本大震災支援での足湯ボランティア 

阪神淡路大震災から続いている！！ 



被災地NGO恊働センターからスタッフを派遣！！ 
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KOBE発生きがい支援事業「まけないぞう」 





（2012.5.26 毎日新聞） 
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（2011.9.22 朝日新聞） 
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